
 
 

ぶらり 

らいぶらりぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

（書名の後の（）の数字は請求記号です。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問）アニメ映画「この世界の片隅に」を親子で見ていたところ、「耳ふさげ 口開

け 目飛び出るで」という台詞が出てきたが、意味がよくわからなかった。    

なぜそのような姿勢をとるのか、理由を知りたい。 

答）「耳ふさげ・・・」という台詞は、同映画の原作であるこうの史代さんの 漫画
ま ん が

『この

世界の片隅に 下』（726/Ko96/3 開架漫画 060006196）の 33頁にも見られます。 

 病院から帰る途中で 空襲
くうしゅう

に 遭
あ

ったすずと晴美が近くの防空 壕
ご う

に 避難
ひ な ん

した際、壕内

から聞こえる会話中の「耳ふさげ 口開けえ 目え飛び出るで」という行です。 

 戦時中、各都市では空襲に備えて日常的に防火・消火・避難訓練等の「防空 

演習」が行われており、爆撃
ば く げ き

や 爆弾
ば く だ ん

から身を守る方法も指導されました。 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２４０ 

◇ 戦時中のくらしやことばについて調べる場合は、21～24番書架「開架児童」に並んで 

いる事典類がおすすめです。 

①『目でみる「戦争と平和」ことば事典 第３巻』（319/Sa67/3 開架児童） 

  p.48「防空演習」 

②『戦争とくらしの事典』（210.75/Se73 開架児童書）p.150「防空演習」 

◇ 図書室内の検索端末では、任意のキーワードから所蔵資料を検索することができます。 

図書検索 → ことばから探す → キーワード「爆弾 爆撃 対策」→ ７２件 ﾋｯﾄ 

  「タイトル」「サブタイトル」「目次情報」等から、下記の資料が見つかりました。 

③『爆弾』（391.38/D25 閉架 000042997）p.27「防弾対策」 

 
図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 
 

戦中の新年料理 
師走も半ばになると例年では忘年会シーズンとなり、賑

に ぎ

やかな光景がみられます。 

しかし今年は、コロナ 禍
か

により忘年会や新年会の中止、帰省の 自粛
じしゅく

など新たな生活習慣が 

求められています。帰省をして家族で新年を祝いおせち料理を食べるという、普通だと 

思っていた風景が特別であったことがわかります。 

戦時中という非常事態下のお正月や新年料理は、どのようなものだったのでしょうか。 

数多く出版されていた婦人雑誌では、毎号さまざまな料理レシピを 紹介
しょうかい

していました。 

婦人雑誌の代表格『婦人 倶楽部
く ら ぶ

』では新年号で必ずと言っていいほど、新年を祝う料理を 

取り上げていました。 

日中戦争が始まり、戦勝に 湧
わ

いていた昭和 13年（1938）『婦人倶楽部 第１９巻第１号』

（051/F64/19-1 閉架雑誌 100036254）「戦勝の春を祝う新年重 詰
づ め

料理二十種」では、皇軍 鯛
た い

 

の 旭
あさひ

がけ、日の丸 糝
し ん

薯
じ ょ

、かちどき 揚
あ

げ、南京 爆撃
ばくげき

和えなど、様々な食材を使用して 

華
は な

やかな新年料理の作り方を紹介しました。 

しかし、戦争が長期化する昭和 17 年『婦人倶楽部 第２３巻１号』（051/F64/23-1 閉架 

雑誌 100019003）「得易い材料で新年を 寿
ことほ

ぐ 戦時下の重詰料理」では「材料は（中略） 

何処でも手に入り易いお安いものばかりです」と矢羽根 蓮
は す

や末広かぶ、梅花人参など手近な 

食材を利用し、切り方を工夫した新年料理の作り方を紹介しました。18 年は料理レシピでは 

なく、「食品と料理の工夫一問一答」となり、「味のよいお 汁
し る

を作る 煮
に

出しの取り方と簡単な 

お吸い物」や「限られた配給調味料で美味しいお煮〆を 拵
こしら

えるには」、19 年は「我家の 

栄養代用食」「代用食材の変りおしるこの作方」、20 年は「我が家の冬の決戦食」と、戦況と

食糧
しょくりょう

事情の悪化により、新年を華やかに祝う場合でなかったことがうかがえます。 

東京在住の 27 歳のある女性の日記（『あの頃のこと』（916/Y94 開架））には、昭和 20 年 

当時の日常生活が自身の心情とともに記されています。 

昭和二十年一月一日 

トリ肉もなるとも入っていないお雑煮だけれど、幸いにお餅はあるので、庭に出ている 

小松菜を青みにお雑煮を祝う。 

そして、「この三ヶ日、空襲
くうしゅう

もなく静かにすぎて幸せだった」と記しているように、空襲が 

当時の日常生活の一端であったことがうかがえます。 

昭和館図書室では、昭和当時の婦人雑誌や昭和期の日記、体験談を数多く所蔵して 

います。戦時下の中でも、たくましく生き 抜
ぬ

いた人々の体験談を実際に手に取って読むこと

ができます。 

（旧仮名遣いを新仮名遣いに改め、旧漢字を新漢字に改めました。） 

ぶ ら り ら い ぶ ら り ぃ ～図書室にはこんな本があります～ ＮＯ．２４０ 
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